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公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は　

　

電
子
申
請
・
届
け
出
が
行
わ
れ
る
際
に

は
、
他
人
に
よ
る
成
り
す
ま
し
や
申
請
内

容
の
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぎ
、
シ
ス
テ
ム
の

安
全
性
を
保
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
申
請

者
や
届
け
出
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
「
電
子
証
明
書
」
を
「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
I
C
カ
ー
ド
）」
の
中
に
記

録
し
交
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は　

受
付
窓
口
で
必
要
な
物

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
印
鑑

　

※
顔
写
真
の
無
い
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

　
　

ド
の
場
合
は
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス

　
　

ポ
ー
ト
な
ど
の
公
的
証
明
書
も
必
要

受
付
窓
口　

市
役
所
戸
籍
住
民
課

受
付
時
間　

9
時
〜　

時
17

　
　
　
　
　

※
所
要
時
間　

〜　

分

10

20

手
数
料　
　

五
百
円
（
予
定
）　

　
　
　
　
　

※
3
月
ま
で
は
無
料

　

サ
ー
ビ
ス
の
有
効
、
失
効　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間

　

発
行
日
か
ら
3
年
（
住
民
基
本
台
帳　

カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は　

年
）

10

　

※
更
新
に
は
手
数
料
が
必
要
で
す

　

※
住
所
の
異
動（
市
内
転
居
を
含
む
）や

　
　

氏
名
の
変
更
な
ど
が
あ
る
と
、「
電

　
　

子
証
明
書
」
は
失
効
し
、
再
度
の
交

　
　

付
手
続
き
（
手
数
料
が
必
要
）
と
な

　
　

り
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
失
効

　

希
望
に
よ
り
「
電
子
証
明
書
」
を
失
効

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
た
ら　

　
　
　
　

●
お
尋
ね　

消
防
局
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
（
�
�
9
2
5
6
）

　

3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
、
本
市
で
発
生
し
た
火
災
の
主

な
原
因
は
コ
ン
ロ
や
タ
バ
コ
の
火
の
不

始
末
、
火
遊
び
、
放
火
、
電
灯
・
電
話

な
ど
の
配
線
か
ら
の
出
火
で
し
た
。

　

ま
た
、
火
災
発
生
件
数
の
う
ち　

件
48

が
建
物
火
災
で
、
そ
の
大
部
分
を
住
宅

火
災
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
季
、
わ
た

し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
火
災
の
予
防
を

心
掛
け
て
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や

財
産
の
損
失
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

春春春春春春春春春春
のののののののののの
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動動動動動動動動動動

  
春
の
火
災
予
防
運
動

  
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

  
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

●
お
尋
ね　

県
庁
情
報
政
策
課

（
�
0
9
5
・
8
2
1
・
6
8
5
6
）

市
役
所
戸
籍
住
民
課

　
　
　
　
　
　
  　
（
�
�
1
1
1
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）

②写真付き住民基本
台帳カードや運転免
許証などの公的証明
書を提示する

③本人確認後、申請
者本人が窓口で「か
ぎペア生成装置」に
住民基本台帳カード
をセットし、電子証
明書の発行に必要な
かぎペアを作成する

④窓口で住民基本台
帳カードに「電子証
明書」を記録する

①住民基本台帳カー
ド（ICカード）を持っ
て窓口に行き、「電子
証明書発行申請書」
を提出する

公的個人認証サービスを
ご利用になるには

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
行
政
機
関

へ
の
申
請
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

※
国
や
県
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

　
　

よ
る
行
政
機
関
へ
の
各
種
申
請
な

　
　

ど
は
、
平
成　

年
度
中
に
い
く
つ
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か
の
申
請
・
届
け
出
が
で
き
る
よ
う

　
　

に
準
備
中
で
す
。

　

※
電
子
申
請
・
届
け
出
に
は
I
C
カ
ー

　
　

ド
を
使
っ
て
電
子
証
明
書
を
送
る

　
　

た
め
の
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ラ

　
　

イ
タ
ー（
約
三
千
円
〜
）が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
申
請
や
届
け
出
が
で

き
る
「
電
子
申
請
・
届
け
出
」
の
開
始

に
向
け
て
、
こ
と
し
1
月
末
の
予
定
で

「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま

り
ま
す
。

 前年比19件減    74件火災発生件数

 前年比14棟減    68棟焼 損 棟 数

 前年比  2世帯減    60世帯被災世帯数

 前年比  9人減  149人被 災 人 数

 前年比  1人減      1人死 亡 者 数

 前年比  6人増    18人負 傷 者 数

平成15年中の市内の火災発生状況

　

本
市
で
「
2
学
期
制
」
が
試
行
さ
れ
る

ま
で
の
経
緯
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
平
成　

年
度

14

●
「
新
学
習
指
導
要
領
」
に
基
づ
く
教
育

　

課
程
が
実
施
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
個

　

性
や
各
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育

　

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

●
「
学
校
週
5
日
制
」
が
実
施
さ
れ
、
授

　

業
日
数
が
減
少
し
ま
し
た

　

※
新
学
習
指
導
要
領
は
、
学
校
週
５
日

　
　

制
の
下
、
各
学
校
が
ゆ
と
り
を
持
っ

　
　

て
「
特
色
あ
る
教
育
」
を
展
開
し
、　

　
　

児
童
生
徒
が
学
習
指
導
要
領
に
示
す

　
　

基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
を
身
に
付

　
　

け
る
こ
と
や
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え

　
　

る
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ

　
　

く
む
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

■
平
成　

年
2
月

15

　
「
佐
世
保
市
の
教
育
を
考
え
る
市
民
会

議
」
か
ら
「
2
学
期
制
の
研
究
・
検
討
」

に
向
け
た
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
全
体
や
教
育
課
程
を
見
直
し
、

ゆ
と
り
あ
る
学
習
期
間
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
学
習
の
途
切
れ
を
解
消
し
、
連

続
し
た
学
び
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
に「
確
か
な
学
力
」を
身
に
付
け
さ
せ
、

「
豊
か
な
心
」
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

上
の
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

●
学
期
区
分
が
こ
れ
ま
で
の
3
学
期
か
ら
、

　

前
期
・
後
期
の
2
学
期
に
な
る

●
4
月
〜　

月
初
旬
が
「
前
期
」、
約
5
日

10

　

間
の
「
秋
休
み
」
を
挟
ん
で　

月
初
旬

10

　

〜
3
月
が
「
後
期
」
と
な
る

●「
夏
休
み
」は
前
期
の
途
中
、「
冬
休
み
」

　

は
後
期
の
途
中
に
な
る

●
始
業
式
と
終
業
式
が
1
回
ず
つ
減
り
そ

　

の
分
を
授
業
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

●
通
知
表
の
発
行
が
こ
れ
ま
で
の
年
3
回

　

か
ら
2
回
に
減
る

●
中
学
校
で
は
、
定
期
試
験
の
回
数
が
減

　

る
。
長
期
的
に
各
児
童
生
徒
に
応
じ
た

　

指
導
が
で
き
、
細
か
な
日
々
の
評
価
が

　

充
実
す
る

　

本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

充
実
し
た
2
学
期
制
を
導
入
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

●６ 

小
・
中
学
校
で
2
学
期
制
を
試
行
し
ま
す

小
・
中
学
校
で
2
学
期
制
を
試
行
し
ま
す

「
新
学
習
指
導
要
領
」
に
基
づ
く
教
育
課
程
や
「
学
校
週
5
日
制
」
の
実
施
に
よ
る
学
校
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成

年
度
か
ら
市
内
の
モ
デ
ル
校
で
試
行
さ
れ
る
「
2
学
期
制
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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●
お
尋
ね　

　
　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
�
�
1
1
1
1
）

年
度

　

年
15

　

年
16

　

年
17

　

年
18

　
　
　

内　
　
　
　

容

●
2
学
期
制
を
実
施
す
る
モ
デ
ル

　

校
（　

校
）
を
決
定

10

　

小
学
校　

早
岐
、
木
風
、
潮
見
、

　
　
　
　
　

白
南
風
、
庵
浦
、

　
　
　
　
　

俵
浦
、
柚
木

　

中
学
校　

早
岐
、
野
崎
、
柚
木

●
研
究
委
員
会
を
設
置

●
モ
デ
ル
校
に
よ
る
2
学
期
制
の

　

試
行
開
始

●
モ
デ
ル
校
を　

小
学
校
、
8
中

18

　

学
校
に
増
や
す

●
す
べ
て
の
市
立
小
学
校
・
中
学

　

校
で
2
学
期
制
を
導
入
予
定

今

後

の

予

定

2
学
期
制
の
ね
ら
い

2
学
期
制
と
3
学
期
制
の
違
い

こ

れ

ま

で

の

経

緯

4月 1月 3月10月

　　前期　　　　　　前期夏休み 　後期　　　　　　後期冬休み 春休み
秋休み
約5日間

　2学期制　

始業式・入学式
▲

終業式
▲

始業式
▲

修了式
▲

4月 9月 1月 3月

夏休み 冬休み2学期 3学期 春休み1学期

　3学期制　

始業式・入学式
▲

終業式
▲

終業式
▲

修了式
▲

始業式
▲

始業式
▲




